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授業の質を高める学校体制の在り方に関する研究

算数・数学における習熟度別少人数学習による教育効果について

群馬県総合教育センター
指導方法の改善に関する調査研究チーム
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Ⅳ 授業モデル４（中学校２年）

操作的な活動を取り入れた問題解決的な学習で、分かりやすく楽しく学び、数学への苦手意識を軽減

し、数学的な見方や考え方への気付きを促す習熟度別少人数学習「基礎コース」の授業づくりの提案

＜課題３・課題４の解決例＞

１ 提案理由

本年度、本県で実施した算数・数学の習熟度別

少人数学習に関する生徒の意識調査において、数

学を苦手と感じている生徒の割合が全体の約半分

を占めた。このうち「基礎コース」にあたるじっ

くり進むコースと「発展コース」にあたる速く進

むコースを比べると、じっくり進むコースで学習

している生徒の苦手意識の割合は、７割近く達し

ていることが分かった。さらに、じっくり進むコ

ースで苦手と感じている生徒は 「数学の授業が、

楽しい 「授業が分かりやすい 「授業に集中で」 」

きる」についても数値が低いことが分かった。

また、数学指導における課題と言われている数

学的な見方や考え方を見ると、じっくり進むコー

スの方が、速く進むコースよりも定着しにくいと

感じていることも教員の調査結果から分かった。

さらに、生徒の実態に合わせてじっくり進むコー

スの授業が展開されているにもかかわらず「発言

しやすい」と感じている生徒は６割程度であるこ

とも分かった。そこで、数学的な見方や考え方を

身につけるためには、生徒の発言する力も伸ばす

ことが必要であると考える。

このことから、問題解決的な学習において、問

題解決の手掛かりとなる操作的な活動を取り入れ

学習内容の理解を促したり、数学的な見方や考え

方への気付きを促したりすることが大切である。

１時間の授業の流れとして、①つかむ段階では、

問題解決の見通しをもたせる。②追究する段階で

は、数学的な見方や考え方への気付きを促すよう

な手だてを行い、問題解決に至った数学的な見方

や考え方を生徒の言葉で整理させる。③まとめる

段階では、生徒一人一人の考えを発表する場面を

設け、問題解決ができた喜びを実感させる。この

ように、それぞれの段階で学習のねらいをはっき

り意識できるような手立てを考え、授業を組み立

てることで、生徒が学習内容を確実に理解でき、

数学的な見方や考え方に気付くことができる。

以上の理由から、基礎コースの生徒が分かるこ

とを実感しながら楽しく学び、数学への苦手意識

が軽減され、数学的な見方や考え方への気付きを

促すことのできる習熟度別少人数学習の授業モデ

ルを提案する。

２ 授業づくりの工夫点

ア 操作的な活動及び既習事項の提示の工夫

（つかむ段階）

○ 授業のつかむ段階で、視覚的な教材や操作的

な活動のできる教材を取り入れ、学習意欲を喚

起するとともに問題解決の手掛かりをつかませ

る。また、既習事項をポイントカードや模造紙

にまとめて教室に掲示し、問題解決に必要な既

習事項を選択して活用できるようにする。これ

により、生徒が問題解決の見通しがもてるよう

になると考える。

イ 問題解決の過程を振り返る場面の設定の工

夫 （追究する段階）

○ 授業の追究する段階で、ポイントカードや模

造紙にまとめた既習事項を活用して、問題解決

に取り組ませる。その際、問題解決の過程を振

り返る場面を設定し、問題解決の根拠となる数

学的な見方や考え方を自分の言葉で学習プリン

トにまとめさせる。これにより、生徒が問題解

決に至った数学的な見方や考え方を自分の言葉

で整理でき、数学的な見方や考え方に気付くよ

うになるものと考える。

ウ 自分の考えをもつ場面、発表の場面の設定

の工夫 （まとめる段階）

○ 生徒一人一人に卓上ホワイトボードをもた

せ、自分の考えを書かせたり、発表の場面で活

用させたりする。これにより、生徒が自分の考

えを持てるようになり、発言や発表がしやすく

なると考える。また、発表することで教員やほ

かの生徒に自分の学習成果を認めてもらえるの

で、問題解決ができた喜びが実感できる。これ

により、授業への満足感や成就感が生まれ、数

学への苦手意識が軽減されるものと考える。
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３ 授業実践

(1) 実践校

対 象 伊勢崎市立あずま中学校 ２学年

習熟度別少人数指導２コース（基礎、発展）の基礎コース各学級１０人程度

実施期間 平成18年10月23日～11月15日 ８時間

単元名 平行と合同（平行線と角）

授業者 長期研修員 宮澤 秀治

(2) 単元の目標及び評価規準

ア 目標

観察、操作や実験などの活動を通して、基本的な平面図形の性質を見いだし、平行線の性質や三角

形の角についての性質を基にして、それらを確かめることができる。

イ 評価規準

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 数量や図形などにつ

いての知識・理解

観察、操作や実験などの活動を通し 平行線の性質、三角形 図形の性質の考察 対頂角、平行線の

て平行線の性質や三角形の角について の角などについての基礎 では、推論の筋道を 性質、多角形の内角

の性質を基に平面図形の基本的な性質 的な知識を身に付け、数 言葉で表現したり、 の和などを理解して

を見いだし、数学的な活動の楽しさや 学的な推論の方法を用い 数学的な記号を用い いるとともに、それ

考察することのよさに気付き、意欲的 て図形の性質を論理的に て簡潔に表現したり らを用いる方法を理

に問題解決しようとしている。 考察することができる。 することができる。 解している。

(全８時間 習熟度別少人数学習「基礎コース ）(3) 単元の指導と評価の計画 」

（ ）時 ○ねらい ○評価規準 評価方法

「十分満 足できる」 と判断さ れる状況・主な学習活動 ・支援及び指導上の留意点 ◎

「努力を要する」生徒への手だて間 ☆

【関心・意欲・態度】１ ○五角形の内角の和を求める方法 ・三角形の内角の和が180°であること

を、既習事項と結び付けて予想 を、３つの角を切り取って一カ所に集 ○五角形の内角の和に関

し、問題解決に意欲的に取り組 めると一直線になることから、四角形 心をもち、操作的な活

む。 の内角の和が360°であることを、４ 動を通して三角形の内

つの角を切り取って一カ所に集めると 角の和の性質をもとに＜操作的な活動＞

一周することから確認させる。 調べようとしている。・既習事項である三角形や四角形

・五角形の内角の和を求める方法とし ◎五角形の内角の和の大の内角の和を、操作的な活動を

て、３つの三角形に分けて考える方法 きさについて、二つ以取り入れながら確認する。

と三角形と四角形に分けて考える方法 上の方法で確かめよう・三角形の内角の和が180度である

のそれぞれについて、そのよさを考え としたり、それぞれのことを利用して五角形の内角の

させるようにする。 考え方のよさを味わお和を予想し、三角形に分けて内

うとしたりしている。角の和を求めることができるこ ＜操作的な活動による効果＞

☆三角形や四角形の内角とに気付く。 ・内角を切り取って一か所に集める操

の和の性質を調べるた・多角形の外角と内角の意味を理 作活動により、一直線（180度）や

めの操作的な活動の場解する。 一周（360度）になることを、視覚

面において、分度器で・多角形の内角の和や外角の和につ 的に確かめるため、理解しやすい。

測ったり、三つの角をいての性質を知る。 ・五角形の内角の和を求めるためは、

一か所に集めたりする五角形を三角形や四角形に分けるこ

ように支援する。とが大切なことに気付きやすい。

一部抜粋 詳細は資料編参照
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(4) 結果と考察

ア 操作的な活動及び既習事項の提示の工夫

（つかむ段階）

(ｱ) 操作的な活動で分かりやすく楽しく学ぶ

○ 操作的な活動を取り入れたことで、生徒は五

角形の内角の和を三角形に分ける考えを使って

求めることができた。

レディネステストの結果から、基礎コースの

生徒は小学校で学習した内容を十分に理解して

いないことが分かった。そこで、三角形や四角

形の内角の和の学習を授業の導入の部分に取り

入れ、生徒が予想したり、考えたりしたことを

操作的な活動を通して確かめる授業を行った。

生徒は、図１の学習プリントにあるように、

三角形や四角形の内角の和を予想し、どうして

予想した角度になるのかを確かめる方法を考え

た。そして、その考え方に従い、三角形の三つ

の内角を実際に切り取って一か所に集め、一直

線になることを視覚的に確かめたり、分度器で

角度を測って三つの角をたしたりするなどの操

作的な活動を行い、三角形の内角の和が180°

であることを確かめた。四角形の内角の和が、

360°であることについても、同様に切って一

、 。か所に集めたり 分度器で測ってたしたりした

その後 「切って集めたり、測ってたしたりし、

なくても四角形の内角の和を求める方法はない

かな」と問いかけたところ、三角定規を二つ組

み合わせると四角形ができるということから、

四角形を二つの三角形に分ければ、計算で求め

られるという意見が生徒から出てきた。

このような操作的な活動を行った結果、生徒

の学習の意欲が高まり、三角形に分けるという

考え方をもとにして、全員の生徒が五角形の内

角の和を計算で求めることができた。

図１ 操作的な活動を取り入れた学習プリント

○ 図の中にある同位角・錯角の位置関係を同じ

色でぬる操作的な活動を取り入れたことで、生

徒は同位角・錯角の位置関係を視覚的にとら

え、平行線と同位角・錯角の関係を見いだすこ

とができた。

「二つの直線に一つの直線が交わったときに

できる角について考えよう」という学習問題を

提示し、作図を通して同位角や錯角の位置を確

認した。生徒は位置関係を理解するために、図

２のように、学習プリントに作図した部分の同

、 、位角 錯角の位置関係にある角に同じ色をぬり

角の位置関係を視覚的にとらえるようにした。

また、二つの直線が平行な場合においても、生

徒は作図を通して同位角にはどんな性質がある

のかを同位角の位置関係にある角に同じ色をぬ

る操作的な活動で、同位角の位置関係を視覚的

にとらえ、同位角が等しいことに全員の生徒が

気付いた 「同位角が等しければ、二直線は平。

行である」の学習についても、生徒は同位角が

等しくなるように二つの直線を書く作図を通し

て二つの直線の位置関係を視覚的にとらえ、二

つの直線が平行であることにも全員の生徒が気

付いた。授業後の生徒の感想には 「同位角や、

錯角に色を付けたので分かりやすかった 「色」

をぬると同位角や錯角が、等しいことが目で見

て分かった」という感想がほとんどだった。

これらの結果から、視覚的な教材や操作的な

活動のできる教材を取り入れて学習したこと

は、生徒の学習意欲を喚起するとともに問題解

決の手掛かりをつかませることに有効であると

考えられる。

(ｲ) 既習事項を提示し、活用する場面の設定

○ 既習事項をポイントカードにして黒板に掲示

したり、今までに学習した内容を模造紙にまと

図２ 同位角の位置関係を同じ色でぬる操作的な活

動の場面
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めて掲示したりすることで、問題解決に必要な

既習事項を活用することができた。

既習事項の三角形、四角形、五角形の内角の

和の求め方を図３のように、ポイントカードに

まとめて黒板に掲示したり、今までに学習した

内容を模造紙にまとめて教室に掲示したりし

て、学習問題の解決に向けての手掛かりを用意

した。生徒は掲示した既習事項の中から問題解

決に必要な既習事項を選択し、学習問題の解決

に取り組んでいった。

自力解決が困難な生徒も、自分の学習プリン

トの既習事項の部分や黒板に掲示してあるポイ

ントカード、学習した内容をまとめた掲示物な

どを手掛かりにして問題解決に取り組んだとこ

ろ、図４のように六角形、七角形、八角形の内

角の和を三角形に分けることに気付き、全員の

生徒が内角の和を正しく求めることができた。

これらの結果から、ポイントカードを用いて

既習事項を確認したり、今までに学習した内容

を模造紙にまとめて掲示し、問題解決に必要な

既習事項を的確に選択して活用できるようにし

たことは、生徒に問題解決の見通しをもたせる

ことに有効であると考えられる。

イ どのような見方や考え方で問題を解いたのか

を振り返り、生徒の言葉でまとめる活動

図３ 既習事項を確認したポイントカードと既習事項

をまとめた掲示物

ント図４ 既習事項をもとに解決できた学習プリ

（追究する段階）

○ どのような見方や考え方を使って問題を解い

たのかを振り返り、見方や考え方を生徒の言葉

でまとめる活動を取り入れることで、生徒は問

題解決に用いた数学的な見方や考え方に気付く

ことができた。

平行線と角の性質や三角形の内角と外角の性

質を利用して角の大きさを求める学習問題を提

示した。グループ学習を取り入れ、いろいろな

見方や考え方で問題を解かせ、その解き方がど

のような見方や考え方を使っているのかを振り

返る活動を行った。

生徒は、グループ学習を通して自分の意見を

発表したり、友達の意見を聞いたりする活動を

行い、問題解決の過程を振り返り、どのような

見方や考え方がよかったのか、既習事項の何を

使って考えたことがよかったのかを自分の言葉

でまとめる活動を行った。この活動を通して、

生徒は、前ページ図５のように、いろいろな場

図５ 生徒が考えたいろいろな解き方

(1) 平行線の中にできる角の大きさを求める

問題

(2) 凹四角形の角の大きさを求める問題
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所に補助線を引くと平行線と角の性質や三角形

の内角と外角の性質が利用でき、いろいろな解

。 、き方ができることに気付いた どのグループも

一つの答えを出すだけでなく、ほかの方法はな

いだろうかと話し合ったり、考え方が分からな

かった友達に納得するまで説明したりと、学び

合う様子が見られた。

授業後の生徒の感想には 「いろいろな解き、

方が分かってよかった 「今までの学習が役に」

立った 「グループ学習で友達の考えが参考に」

なってよかった」など、授業に満足した感想が

ほとんどであった。

これらの結果から、問題解決の過程を振り返

る場面を設定し、問題解決の根拠となる数学的

な見方や考え方を自分の言葉で学習プリントに

まとめさせることは、生徒が問題解決に至った

数学的な見方や考え方を自分の言葉で整理でき

て、数学的な見方や考え方に気付くのに有効で

あると考えられる。

ウ 自分の考えをもつ場面、発表の場面の設定

（まとめる段階）

○ 自分なりの考えをもって問題解決に取り組

み、卓上ホワイトボードを使って発表する場面

を設定したことで、生徒は授業に満足すること

ができた。

「 、同じ形の三角形が敷き詰められた図６から

三角形の内角の和が180°になることを説明し

て み よ う 」

と い う 学 習

問 題 を 提 示

し た 。 生 徒

は 三 角 形 の

三 つ の 内 角

に 、 そ れ ぞ

れ 違 う 色 を

ぬ る 操 作 的

な 活 動 を 通

し て 、 三 角

形の三つの内角が一か所に集まっていることに

24名中20名の生徒が気付いた。この気付きをも

とにポイントカードや模造紙に書かれた既習事

項を活用して、三角形の内角の和が180°であ

ることを平行な二つの直線の同位角や錯角の性

図６ 操作的な活動を取り入れた

ント学習プリ

質から説明できるということが分かった。

操作的な活動を取り入れたり、既習事項を確

認したりして自分の考えをもつ場面を設定し、

図７のように卓上ホワイトボードを使いながら

自分なりの言葉で班の友達に説明をしたりする

場を設定したことで、自分の意見に自信をもつ

ことができた。そして、生徒は卓上ホワイトボ

ードに書いた自分の意見を全体の前でも発表し

たことでさらに自信を深めることができた。授

業後、生徒から 「グループで発表したので、、

全体では余り緊張しなかった 「自分の意見を」

ホワイトボードに書いて発表できたのはよかっ

た 「自分の意見が黒板に掲示されてうれしか」

った」などの感想がたくさん聞かれた。

これらの結果から、生徒一人一人に卓上ホワ

、 、イトボードをもたせ 自分の考えを書かせたり

発表の場面で活用させたりすることは、生徒が

自分の考えを持てるようになり、発言や発表が

、 。しやすくなり とても有効であると考えられる

また、発表することで教員やほかの生徒に自分

の学習成果を認めてもらえるので、問題解決が

できた喜びが実感でき、授業への満足感や成就

感が生まれ、数学への苦手意識が軽減されると

考えられる。

エ 生徒の意識の変容

習熟度別少人数学習基礎コースの生徒に対し

て、操作的な活動を取り入れた問題解決的な学

習の授業に取り組む意識の変化を見るために、

３回のアンケート調査を実施した。

・１回目：操作的な活動で楽しく学ぶ場面

（つかむ段階 、第２時後）

・２回目：既習事項を活用し、どのような見方

や考え方で問題を解いたかを振り返

り、生徒の言葉でまとめる場面

図７ ホワイトボードを活用した発表の場面
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（追究する段階 、第６時後）

・３回目：自分の考えをもち、発表する場面

（まとめる段階 、第８時後）

各質問とも「５．あてはまる、４．ややあて

はまる、３．どちらにもあてはまらない、２．

あまりあてはまらない、１．あてはまらない」

の５件法で調査を行った。

意識調査の回答結果から、五つの因子につい

て回答得点の平均値を求め、調査時期ごとの意

識の変容をまとめた。

・因子１「意欲」の意識の変容について

図８は、授業中の学習に対する「意欲」の意

識の変容を回答得点からまとめたものである。

基礎コースの生徒のグラフを見ると、単元の学

、 。習が進むにつれ 意識はおおむね上昇している

だた、問題解決の追究する段階の時に、意識が

やや低くなった。これは、平行線と角の関係に

ついて調べ、自分なりの言葉でまとめる場面だ

ったので、学習に取り組む過程での難しさを感

じていた様子がうかがえる。しかし、単元のど

の段階においても比較的高い意識で学習に取り

組んでいたので、操作的な学習を取り入れた問

題解決的な学習は授業に対する意欲の意識を高

めることに有効に機能していると考えられる。

・因子２「態度」の意識の変容について

図９は、授業中の学習に対する「態度」の意
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識の変容を回答得点からまとめたものである。

基礎コースの生徒のグラフを見ると、単元のど

の段階においても、高い意識で学習に取り組ん

でいたと考えられる。これは、単元の最初のつ

かむ段階に、視覚的な教材や操作的な活動を取

り入れた教材を用いたり、追究する段階に、問

題解決の過程を自分の言葉で学習プリントに振

り返らせたり、まとめる段階に、卓上ホワイト

ボードを使って自分の意見を発表したりして、

意識を高める指導や支援がどの段階においても

できたためと考えられる。

・因子３「知識・理解」の意識の変容について

図10は、授業で学習した内容に関する「知識

・理解」の意識の変容を回答得点からまとめた

ものである。基礎コースの生徒のグラフを見る

、 、 、と 問題解決学習のつかむ段階 追究する段階

まとめる段階と学習が進むにつれて、意識が少

。 、しずつ高くなっている 特にまとめる段階では

グループ学習を行い、自分の考えを述べたり、

友達の考えを聞いたりして、学び合いの時間を

設けたことで、いろいろな考え方で問題を解決

できることを知り、学習内容の知識・理解が高

まったと考えられる。

・因子４「創意工夫」の意識の変容について

図11は、授業に関する「創意工夫」の意識の

変容を回答得点からまとめたものである。基礎

コースの生徒のグラフを見ると、問題解決学習
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図８ 「意欲」の意識の変容

図10 「知識・理解」の意識の変容
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図11 「創意工夫」の意識の変容

図９ 「態度」の意識の変容
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の段階が進むにつれて意識が少しずつ高くなっ

ている。特にまとめる段階では、平行線と角の

性質や内角と外角の性質を利用し、いろいろな

平面図形の角に大きさを求める学習を行った結

果、生徒がグループ学習を通して、多様な解き

方で問題を解決していた様子がうかがえる。

・因子５「協調性」の意識の変容について

図12は、授業に関する「協調性」の意識の変

容を回答得点からまとめたものである。基礎コ

ースの生徒のグラフを見ると、問題解決学習の

段階が進むにつれて意識が高くなっている。追

究する段階やまとめる段階において、生徒間で

の学び合いの場面を設けたことが大きな要因と

してあげられる。特にまとめる段階では、グル

ープ学習の中で、お互いに考えを出し合い、協

力して問題を解決していた様子がうかがえる。

また、発展コース生徒にも同様の調査を行っ

た。発展コースのグラフを見ると 「協調性」、

の意識の変容以外は、あまり大きな変化は見ら

れなかった。

さらに、図13より、基礎コースの生徒に、習

熟度別少人数学習に関して、意識調査を授業の

、「 」事前と事後に実施したところ 授業が楽しい

「授業が分かりやすい 「いろいろな解き方を」

考えられる」と回答した割合が事前より事後の
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図13 習熟度別少人数学習の事前・事後に
おける生徒の意識の変容

方が高くなった。また 「苦手と感じる」と回、

、 。答した割合は 事前より事後の方が低くなった

このことから、基礎コースの授業で操作的活

動を取り入れた問題解決的な学習を行ったこと

で、生徒は数学の授業で分かりやすく楽しく学

ぶことができたので、苦手意識が軽減され、少

しずつ数学の見方や考え方のよさに気付き、授

業に対する意識を向上させたと考えられる。

(5) まとめ

ア 成果

○ つかむ段階で視覚的な教材や操作的な活動の

できる教材を取り入れ、作図をもとに色分けし

ながら、視覚的に頭の中にイメージとしてとら

えた結果、生徒が問題解決の見通しがもてるよ

うになった。

○ 追究する段階で、ポイントカードや模造紙に

まとめた既習事項を活用して、問題解決に取り

組ませ、問題解決の過程を振り返る場面を設定

し、問題解決の根拠となる数学的な見方や考え

方を自分の言葉で学習プリントにまとめさせた

結果、生徒が問題解決に至った数学的な見方や

考え方を自分の言葉で整理でき、数学的な見方

や考え方に気付くことができた。

○ まとめる段階で問題解決の場面や自分の意見

を述べる場面で卓上ホワイトボードを活用し、

全体の前で黒板に掲示して発表した結果、生徒

は自分の意見に自信をもち、授業に意欲的に取

り組み、満足感や成就感を得ることができた。

イ 今後の課題

○ 基礎コースにおいては、生徒一人一人に応じ

たきめ細かな指導が必要である。そこで、きめ

細かな指導計画を立て、単元における問題解決

的な学習の各段階の時間配分の設定を工夫する

必要があると感じた。
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図12 「協調性」の意識の変容



-授業モデル30-




